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道標ない旅 令和元年１１月６日（第２２号）

～「自立」と「共生」を目指して～ 南郷中学校 校長 益田 孝彦 ８７５－９４９４

◆◆ 土曜参観のアンケート等の報告２ およびマラソン大会の結果 ◆◆

＜参観された学級・授業の様子はいかがでしたか?＞
・必死に黒板を書き写す姿は中学生らしい光景でした。先生の話を聞き、質問にも答える生徒は限られ
ているようですが、これだけ真面目に授業に取り組む生徒の多さは、先生のおかげです。ただ、黒板
を書き写すだけで精一杯の子供たち、先生の話を聞けない子供たちを救い上げるにはどうすればいい
のか？逆に物足りない子もいる感じでした。教員の大変さを感じました。(1年)

・ガスバーナーを使っているときに、ファイル・ワークシートが机上に残ったままで危ないと思った。
火を扱うときの注意事項を確認してから、点火したほうが良いのでは？バーナーから20ｃｍ炎が上が
っているグループもあった。実験に前向きに協力しながらグループ活動できている。振り返りで活発
に実験結果を確認できていた。(1年)
・クラス全員落ち着いて授業に集中している様子でした。良かったと思います。(1年)
・のびのびしつつ良く集中できていて、先生の授業も楽しくわかりやすいと感じました。(2年)
・教え合う感じで進めていましたが、関係のない話をする生徒もおらず、落ち着いていてよかったと思
います。(2年)

・英語を参観しましたが、明るい授業で良い雰囲気でした。話をして、上達できたら良いと思います。
(3年)
・南郷中らしいいい授業でした。(3年)

＜生徒の身だしなみ(服装等)や挨拶，印象はいかがでしたか?＞
・好印象です。(1年)
・授業中の先生の「いいですか？」に「はい」などのリアクショ
ンの声をもう少し出せるとなおよいと思う。よく声を出せてい
る生徒もいた。(1年)

・問題ないと思います。(1年)
・大変良かったです。(2年)
・良好でした。(2年)
・あまり挨拶はなかったです。(3年)
・少しだらけてきている？(3年)

＜その他，お気づきになった点がありましたらお書き下さい。＞
・先生方も残業を減らして、リフレッシュして教えていただきたいと思います。(3年)

土曜参観来校者数
Ａ Ｂ Ｃ 合計

1年 17 10 10 37
2年 15 12 27
3年 14 17 11 42

106

またその日行われたマラソン大会の 20 傑
の一覧を紹介します。
体育の授業での記録を、大会当日の記録が

女子で 20 秒、男子で 18 秒それぞれ良くなっ
ています。沢山の保護者や応援してくれる生
徒の声援がランナーを後押ししてくれたこと
がよく分かります。

豚汁も大変
好評で生徒
は喜んでい
ました。応
援・お手伝
いなど本当
にありがと
うございま
した。
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◆◆ 秋の部活動の結果報告２ ◆◆

10 月 27 日(日)南郷中校庭では逗葉地区の野球の決勝戦が行われ
ました。葉山中学校と連合した逗葉チームは終始有利に試合を進
め、久木中学校に快勝し、横須賀ブロック大会に駒を進めました。
11/3 の横須賀ブロックの準決勝では、最終回まで１ Vs ０で勝って
いましたが、最終回に追いつかれ、特別ルールの延長戦で惜しく
も敗退し、第 3 位に終わったそうです。選手・監督の先生方お疲
れ様でした。この成果と悔しさを春につなげていきましょう。
同じく 10 月 27 日(日)に、葉山町福祉文化会館では、逗葉地区

青少年音楽祭が賑やかに繰り広げられました。逗葉地区の中学校 5
校の吹奏楽部と、逗子高校吹奏楽部の計 6 校が集まり、各校持ち
時間を上手に使って演奏を披露してくれました。3 年生の引退を兼
ねる学校も多く、各部活動の有終の美を感じる音楽祭でした。南
郷中の演奏には「さすがだね」の声が聞こえてきて嬉しく思いま
した。
そして、11 月 2 日(土)は、県南地区の吹奏楽アンサンブルコン

テストが行われました。本校からは「サクソホン 3 重奏」がコン
テストに臨みました。結果は本当に惜しくて惜しくて残念ですが、
見事金賞を獲得したものの、5 位までが県大会に進めるのですが、
惜しくも 6 位（それもわずかに 1 点差）。県大会に進む力を持ちな
がら、順位の前に涙をのみました。しかしアンサンブルでも金賞
を取れることを証明してくれたことで、来年度以降の部活動に果
てしない勇気を与えてくれたことも事実です。吹奏楽部が金賞を
普通に獲得できるようになったことを大変誇らしく思います。こ
こまで引き上げてくれた生徒のみなさんに心から拍手を送ります。

◆◆ 10月 30日(水) 火災避難訓練を実施しました。 ◆◆

今回は事前に生徒に知らせずに実施しました。首里城の火災も
起こりましたが、火の気の少ない学校とは言え、油断しているこ
とが一番の危険に繋がります。今回消防士さんの講評の中で、「避
難の最中におしゃべりが多いと感じました。しゃべると重要な指
示が聞こえなかったり、黒煙を吸うと 2 呼吸ぐらいで一酸化炭素
中毒で動けなくなります。」と注意されました。今後に活かしてい
きたい反省です。
理科室を使ってスモーク（煙）体験も実施しました。生徒のみ

なさんに煙の怖さが少しでも伝わっていればいいなと思います。

◆◆ 中学生の「税についての作文」で、入賞者が出ました。 ◆◆ 上は煙体験の様子

先日は、税の標語での入賞をお知らせしましたが、今回は作文部門での入賞です。
「鎌倉税務署長賞」 ３年Ｃ組 藤本ゆず
おめでとうございます。作品を読める機会がありそうなので、その折には皆さんに紹介いたします。

◆◆ 学校からのお願いがあります。 ◆◆

①お子様の登下校等の送り迎えで、学校に車を乗り入れている方へ

上記を制限しているわけではありません。交通の便が悪い本校において、そのようなご支援を頂くことに
は感謝しております。しかし、車の乗り入れは、校地内での生徒との交通事故の引き金になる可能性は高い
です。最悪の場合死亡事故に至った例が、平成２４年に国内で発生しております。
学校としてはリスクを最小限に抑えるため、送迎のための車の乗り入れは、正門付近の駐車場スペースま

でとさせて頂いております。最近生徒昇降口まで車を乗り入れる方をお見かけしますが、お子様の具合が悪
い場合や、ケガで歩行に不自由しているような場合に限って、昇降口付近まで乗り付けることを容認してお
ります。是非主旨をご理解の上、ルールの徹底にご協力下さい。

②早くもインフルエンザがはやりつつあるとの情報を得ました。

東京都や逗子市の公立学校では、早くもインフルエンザのに罹患した
生徒が出始めた学校があるそうです。インフルエンザの蔓延は日頃の意
識を高く持つことで、ある程度状況の軽減を図ることができます。
是非ご家庭でも、外出先から戻った際には、うがい、手洗いを励行し

て頂きますようお願いします。また、インフルエンザに罹患した可能性
を感じたら、蔓延を防ぐため学校を休ませるなど、他者への影響も考慮
したご指導を賜れればと願います。
インフルエンザがうつらないためのマスクの携行も有効な手段です。

早めの、そしてしっかりした予防対策を取っていきましょう。


